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研
究
ノ
ー
ト 

 

大
正
期
の
名
探
偵
・
セ
ク
ス
ト
ン
・
ブ
レ
イ
ク
に
つ
い
て 

英
語
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
登
場
か
ら 

 

堀 

啓
子 

   

は
じ
め
に 

 

セ
ク
ス
ト
ン
・
ブ
レ
イ
ク
（S

e
x
to

n
 B

la
k

e
）
の
名
は
、
現
代
日
本
で
は
ほ

と
ん
ど
聞
か
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
ブ
レ
イ
ク
に
関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
先

例
を
見
ず
、
分
野
と
し
て
も
未
踏
破
で
あ
る
。
だ
が
セ
ク
ス
ト
ン
・
ブ
レ
イ
ク

は
「
十
九
世
紀
末
の
イ
ギ
リ
ス
ミ
ス
テ
リ
ー
に
登
場
す
る
名
探
偵
」
と
し
て
、

か
つ
て
の
日
本
で
は
相
応
に
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
ブ
レ
イ

ク
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
経
緯
と
そ
の
初
期
邦
訳
例
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。 

 

た
だ
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
作
品
紹
介
と
リ
ス
ト
整
理
に
と
ど
め
、
分
析
と
検

証
は
、
拙
論
「
日
本
に
お
け
る
セ
ク
ス
ト
ン
・
ブ
レ
イ
ク
の
展
開 

レ
ト
ロ
ス

ペ
ク
テ
ィ
ブ
な
大
正
の
翻
案
作
品
」
（
『
日
本
比
較
文
学
会
東
京
支
部 

研
究
報

告
』
１
９ 

令
和
五
年
三
月
）
に
稿
を
譲
り
た
い
。 

 

Ⅰ 

セ
ク
ス
ト
ン
・
ブ
レ
イ
ク
と
は 

セ
ク
ス
ト
ン
・
ブ
レ
イ
ク
と
は
、
十
九
世
紀
末
に
イ
ギ
リ
ス
で
誕
生
し
、
欧

米
諸
国
で
爆
発
的
な
人
気
を
博
し
た
物
語
に
登
場
す
る
名
探
偵
で
あ
る
。
ブ
レ

イ
ク
を
擁
し
た
一
連
の
作
品
は
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
、
当
初
の
小
説
媒
体
の
み
な

ら
ず
漫
画
化
や
映
画
化
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
ド
ラ
マ
化
も
さ
れ
て
一
世
を
風

靡
し
た
。 

最
初
の
作
者
は
ハ
ル
・
メ
レ
デ
ィ
ス
（H

a
l M

e
re

d
ith

）
、
本
名
は
ハ
リ
ー
・

ブ
リ
ス
（H

a
rry

 B
ly

th
, 1

8
5
2
–
1
8

9
8

）
と
い
う
。「
最
初
の
」
と
言
う
の
は
、

こ
の
際
立
っ
た
ヒ
ー
ロ
ー
を
生
み
出
し
た
ブ
リ
ス
自
身
が
書
い
た
セ
ク
ス
ト

ン
・
ブ
レ
イ
ク
の
作
品
は
十
指
に
満
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
極
め
て

特
徴
的
な
、
そ
し
て
魅
惑
的
な
探
偵
の
物
語
は
そ
の
後
、
二
百
人
以
上
の
作
家

に
よ
っ
て
書
き
継
が
れ
、
小
説
だ
け
で
四
千
作
を
超
え
る
。
最
盛
期
は
一
九
六

〇
年
か
ら
七
〇
年
代
で
、
以
降
も
英
語
圏
の
読
者
に
は
完
全
に
忘
れ
去
ら
れ
る

存
在
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
じ
っ
さ
い
、
マ
ー
ク
・
ホ
ッ
ダ
ー
（M

a
rk

 

H
o
d

d
e
,1

9
6

2
-

）
な
ど
、
実
力
派
の
現
役
作
家
に
よ
っ
て
近
年
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
。 

当
時
の
欧
米
に
於
い
て
、
大
衆
読
者
に
向
け
ら
れ
た
読
み
物
は
、
薄
利
多
売

を
期
す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
戦
略
の
一
環
と
し
て
量
産
を
可
能
と
す
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る
複
数
作
家
体
制
が
敷
か
れ
る
こ
と
も
珍
し
い
事
で
は
な
か
っ
た
。
経
緯
は

様
々
だ
が
、
作
者
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
、
あ
る
い
は
主
人
公
の
名
前
が
、
共
有
さ

れ
た
例
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
作
者
名
が
共
有
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
名
は
出
版

社
管
理
と
な
っ
てh

o
u

se
 n

a
m

e

と
称
さ
れ
、
書
き
手
た
ち
は
そ
の
個
性
と
特

徴
を
理
解
し
て
作
風
を
統
一
す
る
。
一
方
、
主
人
公
の
名
前
が
共
有
さ
れ
る
ケ

ー
ス
は
、
ミ
ス
テ
リ
ー
や
冒
険
も
の
に
多
く
、
最
も
有
名
な
例
が
ニ
コ
ラ
ス
・

ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
・
カ
ー
タ
ー(N

ich
o
la

s H
u

n
tin

g
to

n
 C

a
rte

r)

、
通
称
ニ

ッ
ク
・
カ
ー
タ
ー
（N

ick
 C

a
rte

r

）
で
あ
る
。
同
じ
く
十
九
世
紀
末
の
ア
メ
リ

カ
で
登
場
し
た
ニ
ッ
ク
は
優
れ
た
探
偵
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の
作
家
に
受
け
継

が
れ
、
後
年
に
は
ス
パ
イ
活
動
に
も
身
を
投
じ
る
。 

ニ
ッ
ク
・
カ
ー
タ
ー
が
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ボ
ン
ド
を
意
識
し
つ
つ
近
年
ま
で
書

き
継
が
れ
て
き
た
の
と
同
様
、
セ
ク
ス
ト
ン
・
ブ
レ
イ
ク
に
も
ラ
イ
バ
ル
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
ブ
レ
イ
ク
よ
り
六
年
早
く
誕
生
し
た
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム

ズ
（S

h
e
rlo

ck
 H

o
lm

e
s

）
で
あ
る
。
言
わ
ず
と
知
れ
た
ア
ー
サ
ー
・
コ
ナ
ン
・

ド
イ
ル
（A

rth
u

r Ig
n

a
tiu

s C
o
n

a
n

 D
o
y
le

,1
8

5
9
–
1

9
3

0
）
が
生
み
出
し
た
、

イ
ギ
リ
ス
の
ベ
ー
カ
ー
街
在
住
の
彼
は
、
現
在
で
も
〈
世
界
一
有
名
な
探
偵
〉

の
異
名
を
恣
に
す
る
。 

ブ
レ
イ
ク
の
初
登
場
は
一
八
九
三
年
で
、T

h
e
 m

issin
g
 

m
illio

n
a

ire

（
『
消
え
た
大
富
豪
』T
h

e
 H

a
lfp

e
n

n
y
 M

a
rv

e
l 

n
o
.6

掲
載
）
と
い
う
長
編

で
あ
っ
た
。
作
者
の
メ
レ
デ
ィ
ス
は
も
と
も
と
ミ
ス
テ
リ
ー
や
冒
険
も
の
を
得

意
と
し
、
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
や
ド
ロ
シ
ー
・
セ
イ
ヤ
ー
ズ
、
Ｇ
．
Ｋ
．

チ
ェ
ス
タ
ト
ン
と
言
っ
た
錚
々
た
る
作
家
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
彼
が
ブ
レ
イ
ク
を
書
く
こ
と
を
思
い
立
っ
た
時
、
こ
の
主
人
公
を
ミ
ス
テ

リ
ー
の
探
偵
に
据
え
よ
う
と
考
え
た
の
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。 

折
し
も
、
ホ
ー
ム
ズ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
『
ス
ト
ラ
ン
ド
・
マ
ガ
ジ
ン
』（T

h
e
 

S
tra

n
d

 M
a

g
a
z
in

e

）
に
連
載
さ
れ
て
人
気
を
博
し
、
そ
の
掲
載
作
品
を
取
り

集
め
た
最
初
の
短
編
集
『
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
冒
険
』
（T

h
e
 

A
d

v
e
n

tu
re

s o
f S

h
e
rlo

ck
 H

o
lm

e
s 1

8
9
2

）
が
発
表
さ
れ
た
翌
年
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
人
気
に
あ
や
か
ろ
う
と
、
ブ
レ
イ
ク
の
み
な
ら
ず
多
く
の
〈
名
探

偵
〉
が
登
場
し
た
が
、
い
ず
れ
も
ホ
ー
ム
ズ
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
の
は
明
白

で"H
o
lm

e
s
 clo

n
e
"

と
称
さ
れ
て
い
た
。 

い
っ
ぽ
う
初
期
の
ブ
レ
イ
ク
は
、
そ
こ
ま
で
ホ
ー
ム
ズ
を
意
識
し
た
存
在
で

は
な
か
っ
た
。
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
初
期
の
ブ
レ
イ
ク
に
は
、
ホ
ー
ム
ズ
と

の
類
似
点
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。T

h
e
 m

issin
g
 m

illio
n

a
ire

で
ブ

レ
イ
ク
が
住
ん
で
い
た
の
は

N
e
w

 In
n

 C
h

a
m

b
e
rs

で
あ
り
、
次
の
作
品
で

は
移
転
し
て
い
る
も
の
の
、
新
た
な
落
ち
つ
き
先
はW

y
ch

 S
tre

e
t 

で
あ
る
。

相
棒
も
い
た
が
イ
ギ
リ
ス
人
で
は
な
く
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ジ
ェ
ル
ヴ
ェ
ー
ズ
と
い

う
フ
ラ
ン
ス
人
だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
当
時
は
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
ボ
リ
オ

（É
tie

n
n

e
 É

m
ile

 G
a

b
o
ria

u
,1

8
3
2

-1
8

7
3

）
や
、
少
し
後
に
な
る
が
ガ
ス
ト

ン
・
ル
ル
ー
（G

a
sto

n
 L

e
ro

u
x
,1

8
6

8
-1

9
2
7

）
な
ど
の
フ
ラ
ン
ス
人
ミ
ス
テ

リ
ー
作
家
が
台
頭
し
て
い
た
た
め
、
作
中
の
登
場
人
物
も
フ
ラ
ン
ス
人
と
タ
ッ

グ
を
組
む
こ
と
が
ス
テ
ー
タ
ス
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ブ
レ
イ

ク
は
『
ア
ー
サ
ー
王
物
語
』
の
騎
士
張
り
の
恋
愛
も
す
れ
ば
、
結
婚
し
て
い
た

と
い
う
設
定
の
作
品
さ
え
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

だ
が
そ
の
後
、
一
人
で
ベ
ー
カ
ー
街
に
移
り
住
む
と
、
テ
ィ
ン
カ
ー
と
い
う

イ
ギ
リ
ス
人
の
少
年
（
出
自
は
不
祥
で
、
貧
民
区
出
身
と
さ
れ
て
い
た
が
後
に

兵
士
と
い
う
設
定
に
な
り
、
軍
に
所
属
す
る
た
め
か
一
九
〇
四
年
以
降
、
あ
ま

り
登
場
し
な
く
な
る
）
を
相
棒
と
し
、
バ
ー
デ
ル
夫
人
と
い
う
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ

ー
に
世
話
を
焼
か
れ
な
が
ら
の
生
活
を
始
め
る
頃
に
な
る
と
、
様
々
な
点
で
ホ

ー
ム
ズ
と
の
類
似
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
ブ
レ
イ
ク
は
し
ば
し
ば
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ホ
ー
ム
ズ
を
引
き
合
い
に
出
さ
れ
、
そ
の
対
比
に
よ
っ
て
認
知
度
が
上
が
り
、 

"o
ffice

 
b

o
y

's 
S

h
e
rlo

ck
 
H

o
lm

e
s
" 

あ
る
い
は"p

o
o
r 

m
a

n
's 

S
h

e
rlo

ck
 

H
o
lm

e
s
"

（
貧
し
き
者
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
）
と
称
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
た
だ
当
時
の
ブ
レ
イ
ク
の
人
気
は
圧
倒
的
で
、
じ
っ
さ
い
当
時
の
多

く
の
読
者
は
「
ベ
ー
カ
ー
街
に
住
む
有
名
な
探
偵
」
と
言
わ
れ
る
と
、
ま
ず
ブ

レ
イ
ク
を
想
起
し
た
と
い
う
。 

こ
う
し
た
ブ
レ
イ
ク
の
特
徴
を
最
も
強
く
象
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
冒
険

小
説
作
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
レ
ー
・
グ
レ
イ
ド
ン
（W

illia
m

 
M

u
rra

y
 

G
ra

y
d

o
n

,1
8

6
4
–
1

9
4

6
)

で
あ
ろ
う
。
先
述
の
通
り
、
ブ
レ
イ
ク
の
物
語
は
多
く

の
作
家
に
書
き
継
が
れ
て
い
く
が
、
グ
レ
イ
ド
ン
は
そ
の
最
た
る
存
在
で
二
百

六
十
以
上
の
作
品
を
生
み
出
し
て
い
る
。
彼
が
ブ
レ
イ
ク
を
ベ
ー
カ
ー
街
に
住

ま
わ
せ
、
ブ
レ
イ
ク
の
愛
犬
で
あ
る
警
察
犬
の
ペ
ド
ロ
や
、
愛
す
べ
き
バ
ー
デ

ル
夫
人
を
誕
生
さ
せ
た
。
そ
う
し
て
テ
ィ
ン
カ
ー
や
バ
ー
デ
ル
夫
人
が
彷
彿
さ

せ
る
疑
似
家
族
や
疑
似
家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
を
濃
厚
に
落
と
し
込
む
。
こ
れ
は
ホ

ー
ム
ズ
に
は
な
い
特
徴
と
な
っ
た
。 

ま
た
、
ブ
レ
イ
ク
の
活
躍
の
舞
台
を
欧
州
の
み
な
ら
ず
、 
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
、
ア
メ
リ
カ
へ
と
広
げ
た
の
も
グ
レ
イ
ド
ン
で
あ
る
。
結
果
的
に
ブ
レ
イ
ク

の
物
語
は
長
編
化
し
、
多
く
の
宿
敵
も
登
場
し
て
、
ブ
レ
イ
ク
自
身
も
ミ
ス
テ

リ
ー
作
品
の
名
探
偵
と
い
う
よ
り
は
、
世
界
を
股
に
か
け
る
冒
険
譚
の
ヒ
ー
ロ

ー
へ
と
、
そ
の
特
色
を
変
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

Ⅱ 

英
語
授
業
の
テ
ク
ス
ト
へ 

こ
う
し
て
欧
米
で
大
人
気
を
博
し
て
い
た
ブ
レ
イ
ク
作
品
は
、T

h
e
 

H
a

lfp
e
n

n
y
 M

a
rv

e
l 

やU
n

io
n

 J
a

ck

さ
ら
に
は
、T

h
e
 B

o
y
s' F

rie
n

d
 

な

ど
、
イ
ギ
リ
ス
色
の
濃
いp

u
lp

 m
a

g
a
z
in

e

に
連
載
さ
れ
る
。
単
行
本
に
な
る

の
も
遅
く
、
日
本
に
漸
く
も
た
ら
さ
れ
た
の
も
大
正
期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
物
語
が
、
既
に
明
治
期
か
ら
複
数
の
翻

訳
や
翻
案
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
ろ
う
。 

だ
が
ホ
ー
ム
ズ
作
品
を
初
め
、
他
の
ミ
ス
テ
リ
ー
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、

セ
ク
ス
ト
ン
・
ブ
レ
イ
ク
が
当
初
、
英
語
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
原
文
の
ま
ま
も

た
ら
さ
れ
た
点
で
あ
ろ
う
。
セ
ク
ス
ト
ン
・
ブ
レ
イ
ク
を
、
最
初
に
日
本
に
も

た
ら
し
た
の
は
島
文
次
郎
で
あ
る
。
島
は
東
京
帝
国
大
学
お
よ
び
大
学
院
で
英

文
学
を
修
め
る
と
、
京
都
帝
国
大
学
に
助
教
授
と
し
て
奉
職
す
る
。
そ
の
後
、

教
授
と
な
る
と
同
時
に
若
く
し
て
初
代
の
京
都
帝
国
大
学
図
書
館
長
も
務
め
、

そ
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
た
だ
家
庭
の
事
情
も
絡
み
、
十
年
ほ
ど
で
図
書
館
長

を
退
い
た
後
は
主
に
第
三
高
等
学
校
で
教
鞭
を
執
る
。 

だ
が
あ
る
日
の
授
業
中
、
突
然
「
こ
ん
な
本
は
面
白
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

変
え
て
下
さ
い
」
と
叫
ん
だ
学
生
が
い
た
。
そ
の
時
、
島
は
前
年
に
編
集
し
て

丸
善
か
ら
出
版
し
た
ば
か
り
の
『
二
十
世
紀
論
文
集
』（
大
正
三
年
）
を
英
語
テ

ク
ス
ト
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
通
俗
科
学
の
論
文
を
購
読
用
に
と
り
あ
げ
て

い
た
。
恐
ら
く
島
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
学
生
に
面
白
い
副
読
本
を
探
し
て
は
い

た
の
だ
ろ
う
が
こ
れ
も
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ほ
ど
な
く

島
は
丸
善
書
店
か
ら

S
to

rie
s 

fro
m

 
S

e
x
to

n
 

B
la

k
e
 

W
o
rld

-fa
m

o
u

s 

d
e
te

ctiv
e

をS
e
le

cte
d

 fo
r u

se
 in

 J
a

p
a

n
e
se

 sch
o
o
ls a

n
d

 co
lle

g
e
s

（
学

生
用
の
英
語
の
副
読
本
）
と
し
て
上
梓
す
る
。
こ
れ
が
大
正
四
年
の
こ
と
で
、

以
降
も
彼
は
セ
ク
ス
ト
ン
・
ブ
レ
イ
ク
の
短
編
を
取
り
集
め
た
続
刊
テ
ク
ス
ト

を
発
表
す
る
。
具
体
的
に
は
第
二
編
を
同
年
、
第
三
編
を
大
正
七
年
、
最
後
の

第
四
編
を
大
正
八
年
と
い
う
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
刊
行
と
な
っ
た
。 

島
は
こ
の
テ
ク
ス
ト
に"F

o
r p

e
rm

iss
io

n
 to

 re
p

rin
t th

e
se

 
sto

rie
s I 

a
m

 in
d

e
b
te

d
 to

 th
e
 e

d
ito

r o
f th

e
 A

n
sw

e
rs

.-B
.S

. "

と
出
典
情
報
を
記
し
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て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
原
拠
を
初
出
のA

n
sw

e
rs W

e
e
k

ly

に
求
め
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
に
関
し
て
は
丸
善
編
集
部
が
各
短
編
に
つ
い

て
の
情
報
を
求
め
て 

 

諸
編
の
作
家
を
先
生
に
問
へ
ば
、
先
生
莞
爾
と
し
て
曰
く
、
少
壮
文
士
の

名
を
署
せ
ざ
る
は
従
来
英
国
雑
誌
の
常
な
り
、
強
ゐ
て
答
ふ
れ
ば
、
十
年

後
の
ル
ブ
ラ
ン
が
進
ん
で
は
ス
チ
ー
ヴ
ン
ス
ン
の
亜
流
と
云
は
ん
か
、
記

せ
よ
ド
イ
ル
其
人
も
亦
実
に
、『
ア
ン
サ
ー
ス
』
紙
上
、
無
名
寄
稿
家
の
一

人
な
り
し
に
非
ず
や
と
。
（
「
雑
報 

セ
ク
ス
ト
ン
・
ブ
レ
ー
ク
探
偵
譚
」

『
学
燈
』
大
正
八
年
四
月
） 

 と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 

A
n

sw
e
rs W

e
e
k

ly

（
単
に

A
n

sw
e
rs 

と
も
）
と
は
イ
ギ
リ
ス
の
大
手
新

聞
・
出
版
社
のA

m
a

lg
a

m
a

te
d

 P
re

ss

に
よ
っ
て
大
衆
読
者
向
き
に
廉
価
で

刊
行
さ
れ
て
い
たsto

ry
 p

a
p

e
r

で
あ
る
。
掲
載
作
品
は
、
特
に
若
い
世
代
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
ラ
イ
ト
感
覚
の
読
み
物
が
中
心
で
、
毎
週
も
し
く
は
隔
週

に
発
刊
さ
れ
て
い
た
。 

島
は
彼
の
編
ん
だ
テ
ク
ス
ト
四
編
に
収
め
る
全
て
の
作
品
の
原
拠
を
、
一
九

〇
九
か
ら
一
九
一
一
の
間
に
刊
行
さ
れ
て
い
たA

n
sw

e
rs W

e
e
k

ly

の
中
に
求

め
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
掲
載
作
品
の
初
出
を
、A

n
sw

e
rs W

e
e
k

ly

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
と
照
合
し
た
も
の
を
記
し
お
き
た
い
。
な
お(

 
)

内
は
、

同
誌
の
出
版
年
を
示
す
。 

 ①
第
一
編 

S
to

rie
s fro

m
 S

e
x
to

n
 B

la
k

e
 W

o
rld

-fa
m

o
u

s d
e
te

ctiv
e
 

A
 M

o
d

e
rn

 A
lch

e
m

ist 
 
1

0
7

5
 

(1
9

0
9

) 

A
n

 A
rtificia

l C
lu

e
 
 
1

0
7

6
 

(1
9
0

9
) 

T
h

e
 M

o
re

h
a
m

p
to

n
 M

y
ste

ry
 
 
1

0
7

8
 

(1
9

0
9

) 

T
h

e
 h

o
u

se
 o

f th
e
 C

liff 
 
1

0
8

0
 

(1
9

0
9

) 

T
h

e
 A

n
cie

n
t M

o
n

k
 
 
1
0

8
1
 

(1
9

0
9

) 

T
h

e
 B

la
ck

 C
a
t 

 
1

0
8
2
 

(1
9
0

9
) 

T
h

e
 E

m
p

ty
 T

in
 
 
1
0

8
9
 

(1
9

0
9

) 

T
h

e
 S

ilv
e
r L

o
ck

 
 
1
0

9
1
 

(1
9
0

9
) 

N
o
 R

o
b
b
e
ry

 
 
1
0

9
5
 

(1
9

0
9

) 

F
o
r S

a
le

 D
e
p

o
sit 

 
1
1
0

0
 

(1
9

0
9

) 

T
h

e
 A

d
v
e
n

tu
re

 o
f th

e
 C

o
ffe

e
 P

o
t 

 
1
1

0
6
 

(1
9
0

9
) 

T
h

e
 B

la
ck

 P
e
a

rl O
f B

a
h

re
in

 
 
1
1
0

9
 

(1
9

0
9
) 

T
h

e
 S

to
rto

n
 M

o
rto

r M
y
ste

ry
 
 
1
1
1

4
 

(1
9

0
9

) 

T
h

e
 B

e
o
k

e
n

 W
ick

e
t G

a
te

 
 
1
1
2

0
 

(1
9

0
9

) 

T
h

e
 R

e
cip

e
 fo

r R
u

b
b
e
r 

 
1
1

4
6
 

(1
9

1
0

) 

T
h

e
 S

to
le

n
 E

le
p

h
a

n
t 

 
1
1

6
6
 

(1
9

1
0

) 

以
上
、
十
六
編
の
所
収
作
品
中
、
初
め
の
十
四
編
は
一
九
〇
九
年
、
最
後
の
二

編
は
一
九
一
〇
年
の
刊
行
で
あ
る
。 

 ②
第
二
編 

T
h

e
 T

o
w

e
r o

f S
ile

n
ce

 a
n

d
 O

th
e
r S

to
rie

s
 (B

e
in

g
 V

o
lu

m
e
 

II o
f th

e
 S

to
rie

s fro
m

 S
e
x
to

n
 B

la
k

e
 W

o
rld

-fa
m

o
u

s d
e
te

ctiv
e
) 

T
h

e
 T

o
w

e
r o

f S
ile

n
ce
 

1
0

8
3
 
 
(1

9
0

9
) 

T
h

e
 S

tra
n

g
e
 C

a
se

 o
f th

e
 M

illio
n

a
ire

 
 
1
1

2
7
 

(1
9

1
0

) 

T
h

e
 C

h
ilw

o
rth

 E
m

e
ra

ld
 
 
 
1
1

3
2
 

(1
9

1
0

) 

T
h

e
 S

ta
in

 o
n

 th
e
 S

ill 
 
1
1

5
5
 

(1
9
1

0
) 

T
h

e
 M

a
n

 fro
m

 M
a

rch
e
ste

r 
 
1
1

5
9
 

(1
9

1
0

) 
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S
u

b
m

a
rin

e
 F

4
 
 
1
1

6
0
 

(1
9

1
0

) 

S
e
x
to

n
 B

la
k

e
's 'F

a
ilu

re
' 

 
1
1

6
1
 

(1
9

1
0

) 

P
.C

. B
a

rte
r 

 
1
1

6
5
 

(1
9

1
0

) 

T
h

e
 M

a
llin

g
w

o
rth

 
M

y
ste

ry
 
 
1
1

7
4
 

(1
9

1
0

) 

K
it th

e
 J

o
ck

e
y
 
 
1
1

7
6
 

(1
9

1
0

) 

T
h

e
 m

e
ssa

g
e
 in

 C
ip

h
e
r 

 
1
1

7
9
 

(1
9

1
0

) 

T
h

e
 H

a
u

n
te

d
 M

a
jo

r 
 
1
1

8
1
 

(1
9
1
1
) 

H
u

sh
e
d

 U
p

 
 
1
1

9
5
 

(1
9

1
1

) 

T
h

e
 B

lu
e
 D

ia
m

o
n

d
 
 
1
1

9
9
 

(1
9
1
1
) 

In
 G

a
o
lb

ird
s
' F

e
a

th
e
rs

 
 
1
1

5
2
 

(1
9
1

0
) 

T
h

e
 T

o
w

e
r o

f D
ia

m
o
n

d
s
 
 
1

2
0

6
 

(1
9
1
1
) 

In
 B

o
rro

w
e
d

 P
lu

m
e
s
 
 
1

2
0

7
 

(1
9
1
1
) 

以
上
、
十
七
編
の
所
収
作
品
中
、
一
九
〇
九
年
の
作
は
一
編
、
一
九
一
一
年
の

作
品
が
五
編
で
、
余
の
十
一
編
は
一
九
一
〇
年
の
刊
行
で
あ
る
。 

 

③
第
三
編 

S
e
x
to

n
 
B

la
k

e
 
a

n
d

 
M

lle
 
J

u
stin

e
 
a

n
d

 
O

th
e
r 

S
to

rie
s 

 

(B
e
in

g
 V

o
lu

m
e
 III o

f th
e
 S

to
rie

s fro
m

 S
e
x
to

n
 B

la
k

e
 W

o
rld

-fa
m

o
u

s 

d
e
te

ctiv
e
) 

M
a

d
e
m

o
ise

lle
 J

u
stin

e
 
 
1
1

3
4
 

 
(1

9
1

0
) 

 

T
h

e
 A

d
v
e
n

tu
re

 o
f th

e
 L

a
d

y
 T

y
p

ist 
 
1
1
3

5
 

(1
9
1

0
) 

T
h

e
 A

ffa
ir o

f th
e
 B

u
rg

ra
v
ia

n
 A

tta
ch

é
 
 
1
1

3
6
 

(1
9
1

0
) 

T
h

e
 A

ffa
ir o

f th
e
 T

h
re

e
 C

a
n

d
le

s
 
 
1
1
3

7
 

(1
9

1
0

) 
 

T
h

e
 M

y
ste

ry
 o

f th
e
 C

a
llo

w
 Y

o
u

th
 
 
1
1
3

8
 

(1
9

1
0

) 

T
h

e
 G

o
g
g
e
n

h
e
im

 B
a

n
k

 A
ffa

ir 
 
1
1

4
0
 

(1
9
1

0
) 

A
 F

ifth
 F

o
rm

 D
ile

m
m

a
 
 
1
1
8

7
 

(1
9
1
1
) 

T
h

e
 £

1
.0

0
0
 C

h
e
q

u
e
 
 
1
1

6
4
 

(1
9
1

0
) 

T
h

e
 L

o
st 'P

o
m

' 
 
1
1

6
8
 

(1
9

1
0

) 

T
h

e
 G

re
e
n

 H
o
u

se
 a

t H
a

m
p

ste
a
d

 
 
1

2
2

1
 

(1
9

1
1

) 

T
h

e
 G

re
a
t A

u
k

's E
g
g
 A

ffa
ir 

 
1
1
4

1
 

(1
9
1

0
) 

 

T
h

e
 V

ica
r's O

v
e
rco

a
t 

 
1
1

6
9
 

(1
9
1

0
) 

A
 H

o
lid

a
y
 T

a
sk

 
 
1
0

9
7
 

(1
9
0

9
) 

T
h

e
 S

n
o
w

 M
a

n
 
 
1
1
2

4
 

(1
9

0
9

) 

T
h

e
 C

lu
e
 o

f th
e
 T

o
rn

 C
u

rta
in

 
 
1
1

3
0
 

(1
9

1
0
) 

T
h

e
 B

lu
e
 L

in
e
 
 
1
0

8
5
 

(1
9

0
9

) 

以
上
、
十
六
編
の
所
収
作
品
中
、
一
九
〇
九
年
の
作
は
三
編
、
一
九
一
一
年
の

作
品
が
二
編
で
、
余
の
十
一
編
は
一
九
一
〇
年
の
刊
行
で
あ
る
。 

 ④
第
四
編 

B
la

k
e
 in

 W
e
y

's C
o
p

se
 a

n
d

 O
th

e
r S

to
rie

s (B
e
in

g
 V

o
lu

m
e
 

IV
 o

f th
e
 S

to
rie

s fro
m

 S
e
x
to

n
 B

la
k

e
 W

o
rld

-fa
m

o
u

s d
e
te

ctiv
e
) 
 

In
 W

e
y
's C

o
p

se
 
 

1
1

6
7
 
 
(1

9
1

0
) 

T
h

e
 S

ig
n

 o
f th

e
 A

co
rn

 
1
1
1

7
 
 
(1

9
0
9

) 

T
h

e
 G

o
ld

e
n

 O
n

e
 

1
0
9

2
 
 
(1

9
0
9

) 

T
h

e
 M

a
rk

e
d

 H
a

n
d
 

1
0
9

9
 
 
(1

9
0

9
) 

T
h

e
 O

ld
 P

rin
t M

y
ste

ry
 

1
1

2
1
 
 
(1

9
0

9
) 

T
h

e
 C

ro
o
k

e
d

 T
e
le

p
h

o
n

e
 

1
1
3

1
 
 
(1

9
1

0
) 

A
n

 U
n

scru
p

u
lo

u
s R

o
g
u

e
 

1
1

3
3

 
 
(1

9
1

0
) 

T
h

e
 R

u
g
 B

o
x
 M

y
ste

ry
 

1
1
5

1
 
 
 
(1

9
1

0
) 

T
h

e
 S

to
le

n
 M

in
ia

tu
re

 
 

1
1

7
3
 
 
 
(1

9
1

0
) 

S
te

e
l S

tu
d

s 
1
1
7

7
 
 
(1

9
1
0

) 

T
h

e
 F

irst B
u

rg
la

ry
 

1
1
8

0
 
 
(1

9
1
1
) 
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T
h

e
 F

e
rre

t 
1
1

8
4

 
 
(1

9
1
1

) 

A
 S

a
fe

 P
la

ce
 

1
1

8
6

 
 
(1

9
1
1

) 

D
ia

m
o
n

d
 C

u
t D

ia
m

o
n

d
 

1
1

8
8

 
 
(1

9
1
1
) 

A
 M

o
n

e
y
e
d

 G
h

o
st 

1
1

8
9

 
 
(1

9
1
1

) 

T
h

e
 P

ro
fe

sso
r's L

a
n

d
in

-N
e
t 

1
1
9

2
 
 
(1

9
1
1
) 

T
h

e
 M

y
ste

ry
 o

f th
e
 L

o
st H

a
irp

in
 

1
1

2
3
 
 
(1

9
0
9

) 

以
上
、
十
七
編
の
所
収
作
品
中
、
一
九
〇
九
年
の
作
は
五
編
、
一
九
一
〇
年
の

作
は
六
編
、
一
九
一
一
年
の
作
品
が
六
編
で
あ
る
。 

 以
上
を
確
認
す
る
と
、
所
収
さ
れ
て
い
る
作
品
の
順
番
は
、
島
の
テ
ク
ス
ト
の

第
一
編
、
第
二
編
は
概
ね
原
典
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
順
に
採
択
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
後
半
の
テ
ク
ス
ト
に
な
る
ほ
ど
、
原
典
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
順
序

に
乱
れ
が
生
じ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
島
は
こ
の
テ
ク
ス
ト
を
編
む
に
あ

た
り
、
あ
く
ま
で
も
学
生
の
教
育
目
的
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
情
操
教
育
に
向

か
な
い
と
思
わ
れ
る
凄
惨
、
奇
異
な
内
容
の
作
品
は
省
い
て
い
る
。
だ
が
そ
の

た
め
か
後
半
に
な
る
と
、
数
が
揃
わ
な
く
な
り
、
前
号
で
洩
れ
た
作
品
を
再
度

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
、
掲
載
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、A

n
sw

e
rs W

e
e
k

ly

自
体
が
セ
ク
ス
ト
ン
・
ブ
レ
イ
ク
の
話
を
掲
載

し
た
の
が
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
一
一
年
に
限
ら
れ
る
た
め
、
島
は
こ
の
期
間

の
原
典
だ
け
を
入
手
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
経
緯
の
詳
細
は
、A

n
sw

e
rs 

W
e
e
k

ly

本
誌
の
確
認
作
業
が
必
要
と
な
る
た
め
、
爾
後
の
課
題
と
し
て
稿
を

別
に
し
た
い
。 

 

Ⅲ 

セ
ク
ス
ト
ン
・
ブ
レ
イ
ク
作
品
の
普
及 

こ
う
し
て
島
が
セ
ク
ス
ト
ン
・
ブ
レ
イ
ク
を
日
本
に
も
た
ら
す
と
、
同
じ
丸

善
が
版
元
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、『
学
燈
』
が
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
宣
伝
を
兼

ね
て
、
数
号
に
わ
た
り
そ
の
中
の
一
編
ず
つ
の
翻
訳
を
掲
載
す
る
。
そ
の
際
、

学
生
の
み
な
ら
ず
一
般
の
読
者
に
も
同
テ
ク
ス
ト
を
薦
め
た
こ
と
も
そ
の
普
及

を
後
押
し
し
た
で
あ
ろ
う
。 

た
だ
や
は
り
最
も
大
き
な
注
目
を
集
め
得
た
の
は
博
文
館
雑
誌
の
『
新
青
年
』

で
あ
ろ
う
。
初
代
編
集
長
の
森
下
雨
村
は
、
ブ
レ
イ
ク
の
作
品
を
自
ら
翻
案
し

て
大
正
九
年
の
同
誌
の
創
刊
号
に
掲
載
す
る
。
以
降
も
ブ
レ
イ
ク
の
翻
訳
あ
る

い
は
翻
案
を
継
続
し
て
同
誌
に
掲
載
し
た
が
、
そ
の
多
く
は
島
の
テ
ク
ス
ト
に

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
翻
案
と
言
い
条
、
ほ
ぼ
原
作
に
忠
実
な

内
容
で
翻
訳
に
近
い
。 

例
え
ば
、
雨
村
が
手
が
け
て
創
刊
号
に
掲
載
し
た
『
沈
黙
の
塔
』
は
島
の
テ

ク
ス
ト
の
第
二
編
の
標
題
に
も
な
っ
て
い
るT

h
e
 T

o
w

e
r o

f S
ile

n
ce

を
原
典

と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
作
品
は
、
急
死
し
た
あ
る
貴
族
が
今
際
の
際

で
、
隠
し
子
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
証
拠
書
類
を
セ
ク
ス
ト
ン
・
ブ
レ

イ
ク
に
託
そ
う
と
し
た
も
の
の
、
そ
の
貴
族
の
後
継
者
と
み
な
さ
れ
て
い
た
甥

が
自
ら
の
既
得
権
を
死
守
し
よ
う
と
し
て
邪
魔
に
入
り
、
書
類
を
探
し
に
行
く

ブ
レ
イ
ク
と
死
闘
を
繰
り
広
げ
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
試
み
に
こ
の
な
か

の
一
場
面
を
比
較
し
て
み
た
い
。 

こ
れ
は
、
そ
の
貴
族
で
あ
る
リ
ン
グ
デ
ー
ル
伯
の
危
篤
に
立
ち
会
っ
た
医
師

が
、
駆
け
付
け
た
ブ
レ
イ
ク
に
、
伯
の
遺
言
を
伝
え
る
場
面
で
あ
る
。
①
が
原

作
、
②
が
雨
村
の
翻
案
で
あ
る
。 

 
①…

h
o
w

e
v
e
r,it n

o
w

 a
p

p
e
a
rs fro

m
 th

e
 sta

te
m

e
n

t h
e
 m

a
d

e
 m

e
, 

th
a
t h

e
 co

n
tra

cte
d

 a
 se

cre
t m

a
rria

g
e
 in

 1
8

8
5

, th
e
 n

a
m

e
 o

f S
m

ith
, 

w
ith

 a
 ch

o
ru

s
g
irl n

a
m

e
d

 S
e
y
m

o
u

r. 
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H
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e
 sa
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v
e
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n
d

 d
ie

d
 a

 fe
w

 

w
e
e
k

s la
te

r, n
e
v
e
r h

a
v
in

g
 k

n
o
w

n
 h

e
r h

u
sb

a
n

d

’s re
a
l n

a
m

e
 a

n
d

 

ra
n

k
. A

fte
r h

e
r d

e
a

th
, h

is lo
rd

s
h

ip
 p

a
id

 a
n

 o
ld

 w
o
m

a
n

 to
 a

d
o
p

t 

th
e
 ch

ild
. S

in
ce

 th
e
n

, th
e
 o

ld
 w

o
m

a
n

 h
a

s d
ie

d
, b

u
t th

e
 ch

ild
 is 

a
liv

e
, a

n
d

 is n
o
w

 a
 y

o
u

th
 o

f tw
e
n

ty
-tw

o
. 

 

 

②
と
こ
ろ
が
私
に
仰
有
つ
た
話
で
は
、
千
八
百
八
十
五
年
に
ス
ミ
ス
と
い
ふ

歌
妓(

を
ん
な)

と
結
婚
を
な
す
つ
た
こ
と
が
あ
る
さ
う
で
す
。
そ
し
て
翌
年
男

の
お
子
さ
ん
が
お
生
れ
に
な
つ
た
さ
う
で
す
が
ス
ミ
ス
と
い
ふ
女
が
そ
の
年
に

死
ん
で
し
ま
つ
た
の
で
、
仕
方
な
く
或
る
女
の
許
へ
里
子
に
預
け
た
と
こ
ろ
が
、

そ
の
婦
人
も
間
も
な
く
死
ん
で
し
ま
つ
た
さ
う
で
す
。
が
、
そ
の
お
子
供
は
達

者
で
、
今
何
処
か
に
ゐ
ら
つ
し
や
る
さ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
ゝ
に
困
つ
た

こ
と
は
伯
爵
は
結
婚
す
る
時
御
自
分
の
お
名
前
を
す
つ
か
り
隠
し
て
ゐ
ら
つ
う

し
や
つ
た
の
で
、
ス
ミ
ス
と
い
ふ
女
も
、
お
子
供
を
預
つ
た
婦
人
も
伯
爵
だ
と

は
知
ら
ず
、
無
論
、
当
の
お
子
供
は
自
分
が
リ
ン
グ
デ
ー
ル
伯
爵
の
令
嗣(

あ
と

と
り)

だ
と
は
夢
に
も
知
ら
う
筈
が
な
い
と
い
ふ
の
で
す
。 

 

こ
う
し
て
み
る
と
、
雨
村
の
翻
案
は
、
原
作
に
か
な
り
忠
実
な
情
報
を
盛
り

込
ん
で
い
る
。
た
だ
伯
の
使
っ
た
偽
名
を
、
結
婚
相
手
の
女
性
の
名
前
と
し
て

お
り
、
彼
女
の
亡
く
な
っ
た
時
期
も
や
や
曖
昧
に
さ
れ
て
い
る
上
、
子
供
の
年

齢
も
記
さ
れ
な
い
。
他
に
も
、
ブ
レ
イ
ク
ら
が
到
着
し
た
時
刻
を
原
作
で
は"a

 

q
u

a
rte

r to
 th

re
e
"

と
あ
る
の
を
「
三
時
一
寸
過
ぎ
」
と
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
余
り
影
響
の
な
い
細
か
い
点
は
、
誤
訳
と
い
う
よ
り
も
注

意
を
払
わ
ず
に
た
だ
適
当
に
日
本
語
に
置
換
す
る
の
み
と
い
う
姿
勢
が
目
立
つ
。 

い
っ
ぽ
う
、
貴
族
が
秘
密
結
婚
を
し
た
り
、
後
年
に
落
胤
が
現
れ
た
り
す
る

と
い
う
よ
う
な
実
在
の
出
来
事
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
時

代
背
景
に
つ
い
て
は
、
雨
村
は
丁
寧
に
扱
い
、
邦
人
読
者
に
わ
か
り
や
す
く
補

足
し
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
に
雨
村
の
配
慮
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

た
だ
こ
う
し
て
雨
村
が
ブ
レ
イ
ク
を
好
ん
で
掲
載
し
た
の
は
や
は
り
、
彼
の

恩
師
で
も
あ
り
英
文
学
の
泰
斗
と
目
さ
れ
て
い
た
馬
場
孤
蝶
で
さ
え
も
、「
馬
場

さ
ん
は
『
セ
ー
ク
ス
ト
ン
・
ブ
レ
ー
ク
叢
書
』
を
二
、
三
百
冊
も
抱
え
込
ん
で
、

虫
眼
鏡
で
あ
の
ザ
ラ
紙
の
細
字
に
い
ど
み
か
か
る
ほ
ど
の
凝
り
方
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
」（
森
下
時
男
『
探
偵
小
説
の
父
・
森
下
雨
村
』
文
源
庫 

平
成
十
九
年
）

と
い
う
ほ
ど
に
、
ブ
レ
イ
ク
に
魅
了
さ
れ
た
と
い
う
、
ブ
レ
イ
ク
の
広
汎
な
魅

力
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

以
降
、
江
戸
川
乱
歩
や
横
溝
正
史
も
言
及
す
る
よ
う
に
、
セ
ク
ス
ト
ン
・
ブ

レ
イ
ク
の
翻
訳
は
、
ミ
ス
テ
リ
ー
の
ジ
ャ
ン
ル
に
限
ら
ず
種
々
の
雑
誌
に
も
掲

載
さ
れ
、
原
書
に
つ
い
て
も
丸
善
書
店
や
中
西
屋
（
丸
善
創
業
者
の
早
矢
仕
有

的
が
個
人
的
に
創
り
、
後
に
合
併
す
る
）
が
相
当
数
、
輸
入
す
る
こ
と
で
直
接

目
に
す
る
読
者
も
増
え
た
。 

 

そ
の
他
は
管
見
に
於
い
て
、
単
行
本
で
も
、
最
上
野
草
（
西
條
八
十
？
）
訳

の
『
世
界
名
探
偵
捕
物
帳
第
一
編
』
（
真
珠
書
房 

大
正
八
年
）
、
霧
島
譲
次
訳

の
『
銀
貨
を
に
ぎ
る
骸
骨
』
（
民
友
社 

大
正
十
三
年
）
、
浅
野
玄
府
訳
の
『
探

偵
小
説
全
集 

２
４ 

模
造
宝
石
事
件
他
３
１
篇
』（
春
陽
堂 

昭
和
五
年
）
な

ど
が
あ
り
、
昭
和
半
ば
に
も
幾
つ
か
の
書
籍
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
初
期

の
最
上
野
草
の
訳
書
に
所
収
さ
れ
る
各
短
編
は
、
島
の
テ
ク
ス
ト
掲
載
作
品
と

ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
新
た
な
原
文
を
直
接
発
掘
し
た
と
思
わ
れ
る
作
品
も
増
え

て
い
く
。 

ブ
レ
イ
ク
の
訳
者
や
そ
の
訳
の
手
法
な
ど
整
理
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
点
も
多
い
が
、

そ
れ
ら
は
今
後
に
稿
を
譲
り
た
い
。 
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＊
な
お
、
引
用
箇
所
の
旧
漢
字
は
、
固
有
名
詞
な
ど
特
別
の
場
合
を
除
い
て
、
適
宜
新

字
に
改
め
た
。 
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研究ノート 

 

 

A Case study of Sexton Blake;  

a hero detective in the world of literature during the Taisho Era 

 

HORI Keiko 

 

Abstract 

Sexton Blake stories are quite unknown in contemporary Japan. That was not 

the case when they were first introduced from English story papers in the beginning 

of the 20th century when they were welcomed by not only school students but also 

the general public.  

This study examines who Sexton Blake was and highlights his magnetic 

personality. It also sheds light on how his stories became very popular in Japan  

during the Taisho Era and includes a list of the Sexton Blake stories that made 

their way to Japan. 
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